
戦国策『漁夫の利』　定期テスト対策

名前（　　　　　　　　　　） 日づけ（　　／　　） できた数（　　　／26）

使い方　書き下し文を声に出して読んでから、傍線の番号を手がかりに解きます。この話の山は再読文字（方・且）と、たとえの

対応です。

あらすじ＝どぶがいとしぎが、たがいをはさんだまま放さない。そこへ来た漁師が両方まとめて捕まえた。蘇代はこのたとえで

「燕と趙が争えば、得をするのは秦だ」と趙王を説き、趙は燕を討つのをやめた。

一
　
次
の
書
き
下
し
文
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

趙
（
て
う
）
且
（
ま
さ
）
に
燕
（
え
ん
）
を
伐
（
う
）
た
ん
と
す
。
蘇
代
（
そ
だ
い
）
燕
の
為
（
た
め
）
に
恵
王
（
け
い
わ
う
）
に
謂
（
い
）
ひ
て

曰
（
い
）
は
く
、
「
今
者
（
い
ま
）
臣
（
し
ん
）
来
（
き
）
た
り
て
易
水
（
え
き
す
い
）
を
過
（
す
）
ぐ
る
に
、
①

蚌
（
ぼ
う
）
方
（
ま
さ
）
に
出

（
い
）
で
て
曝
（
さ
ら
）
す
。
而
（
し
か
）
し
て
②

鷸
（
い
つ
）
其
（
そ
）
の
肉
（
に
く
）
を
啄
（
つ
い
ば
）
む
。
蚌
合
（
が
つ
）
し
て
③

其
（
そ
）

の
喙
（
く
ち
ば
し
）
を
箝
（
は
さ
）
む
。
鷸
曰
は
く
、
『
④

今
日
（
こ
ん
に
ち
）
雨
（
あ
め
）
ふ
ら
ず
、
明
日
（
み
や
う
に
ち
）
雨
（
あ
め
）
ふ
ら

ず
ん
ば
、
⑤

即
（
す
な
は
）
ち
死
蚌
（
し
ぼ
う
）
有
（
あ
）
ら
ん
』
と
。
蚌
も
亦
（
ま
た
）
鷸
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、
『
⑥

今
日
（
こ
ん
に
ち
）
出

（
い
）
で
ず
、
明
日
（
み
や
う
に
ち
）
出
（
い
）
で
ず
ん
ば
、
即
ち
死
鷸
（
し
い
つ
）
有
ら
ん
』
と
。
⑦

両
者
（
り
や
う
し
や
）
相
（
あ
）
ひ
舎

（
す
）
つ
る
を
肯
（
が
へ
）
ん
ぜ
ず
。
⑧

漁
者
（
ぎ
よ
し
や
）
得
（
え
）
て
之
（
こ
れ
）
を
并
（
あ
は
）
せ
擒
（
と
ら
）
ふ
。

⑨

今
（
い
ま
）
趙
（
て
う
）
且
（
ま
さ
）
に
燕
（
え
ん
）
を
伐
（
う
）
た
ん
と
す
。
燕
趙
⑩

久
（
ひ
さ
）
し
く
相
（
あ
）
ひ
支
（
さ
さ
）
へ
、
以

（
も
つ
）
て
⑪

大
衆
（
た
い
し
ゆ
う
）
を
敝
（
つ
か
）
れ
し
め
ば
、
⑫

臣
（
し
ん
）
強
秦
（
き
や
う
し
ん
）
の
漁
父
（
ぎ
よ
ほ
）
と
為
（
な
）
ら
ん

こ
と
を
恐
（
お
そ
）
る
る
な
り
。
⑬

願
（
ね
が
）
は
く
は
王
（
わ
う
）
之
（
こ
れ
）
を
熟
計
（
じ
ゆ
く
け
い
）
せ
よ
」
と
。
恵
王
曰
は
く
、
「
⑭

善

（
よ
）
し
」
と
。
⑮

乃
（
す
な
は
）
ち
止
（
や
）
む
。

語
注
　
蚌＝

ど
ぶ
が
い
（
二
枚
貝
）
。
　
鷸＝
し
ぎ
（
く
ち
ば
し
の
長
い
鳥
）
。
　
曝
す＝

日
に
当
て
る
。
　
喙＝

く
ち
ば
し
。
　
箝
む＝

は
さ
む
。
　
肯
ん
ず＝

進
ん
で
〜
す
る
。
　
擒
ふ＝

捕
ら
え
る
。
　
支
ふ＝

持

ち
こ
た
え
る
・
に
ら
み
合
う
。
　
敝
る＝

疲
れ
る
。
　
大
衆＝

多
く
の
民
。
　
熟
計＝

よ
く
よ
く
考
え
る
こ
と
。
　
易
水＝

燕
と
趙
の
境
を
流
れ
る
川
。
　
蘇
代＝

燕
の
た
め
に
趙
王
を
説
得
し
に
来
た
遊
説
家
。
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Ａ
　
語
句
と
読
み
（
1
〜
6
）

（
1
）
①
の
「
蚌
」
と
②
の
「
鷸
」
の
読
み
と
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
書
け
。

（
2
）
①
の
「
曝
す
」
の
意
味
を
書
け
。

（
3
）
⑧
の
「
擒
ふ
」
の
読
み
と
意
味
を
書
け
。

（
4
）
⑬
の
「
熟
計
」
の
意
味
を
書
け
。

（
5
）
⑩
「
久
（
ひ
さ
）
し
く
相
（
あ
）
ひ
支
（
さ
さ
）
へ
」
の
「
支
ふ
」
の
こ
こ
で
の
意
味
を
書
け
。

（
6
）
⑮
「
乃
（
す
な
は
）
ち
止
（
や
）
む
」
の
意
味
を
書
け
。

Ｂ
　
句
法
（
7
〜
11
）
　
※
再
読
文
字
・
仮
定
・
使
役

（
7
）
①
の
「
方
に
〜
す
」
は
何
と
呼
ば
れ
る
文
字
か
。
読
み
方
も
書
け
。

（
8
）
⑨
「
今
（
い
ま
）
趙
（
て
う
）
且
（
ま
さ
）
に
燕
（
え
ん
）
を
伐
（
う
）
た
ん
と
す
」
の
「
且
に
〜
ん
と
す
」
は
何
と
呼
ば
れ
る
文
字
か
。
読
み
方
と
意
味
も
書
け
。

（
9
）
④
・
⑥
の
「
〜
ず
ん
ば
」
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
表
す
か
。

（
10
）
⑦
の
「
肯
ん
ぜ
ず
」
の
意
味
を
書
け
。

（
11
）
⑪
の
「
敝
れ
し
め
ば
」
の
「
し
め
」
は
文
法
的
に
何
か
。
意
味
も
書
け
。
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Ｃ
　
何
を
・
誰
を
指
す
か
（
12
〜
15
）

（
12
）
②
の
「
其
の
肉
」
と
は
、
何
の
肉
か
。

（
13
）
③
の
「
其
の
喙
」
と
は
、
何
の
く
ち
ば
し
か
。

（
14
）
⑦
の
「
両
者
」
と
は
何
と
何
を
指
す
か
。

（
15
）
⑧
の
「
之
」
は
何
を
指
す
か
。

Ｄ
　
口
語
訳
（
16
〜
19
）

（
16
）
②
・
③
「
鷸
其
の
肉
を
啄
む
。
蚌
合
し
て
其
の
喙
を
箝
む
」

（
17
）
④
・
⑤
「
今
日
雨
ふ
ら
ず
、
明
日
雨
ふ
ら
ず
ん
ば
、
即
ち
死
蚌
有
ら
ん
」

（
18
）
⑧
「
漁
者
（
ぎ
よ
し
や
）
得
（
え
）
て
之
（
こ
れ
）
を
并
（
あ
は
）
せ
擒
（
と
ら
）
ふ
」

（
19
）
⑫
「
臣
（
し
ん
）
強
秦
（
き
や
う
し
ん
）
の
漁
父
（
ぎ
よ
ほ
）
と
為
（
な
）
ら
ん
こ
と
を
恐
（
お
そ
）
る
る
な
り
」
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Ｅ
　
内
容
・
記
述
（
20
〜
23
）
　
★
た
と
え
の
対
応
が
山

（
20
）
蚌
と
鷸
は
、
な
ぜ
二
匹
と
も
漁
師
に
捕
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
三
十
字
以
内
で
書
け
。

（
21

）

蘇

代

は
、

こ
の
た
と
え
話

で
当

時

の
国

際

情

勢

の
何

を
説

明

し
よ
う
と
し
た
の
か
。

蚌

・

鷸

・

漁

父

が
そ
れ
ぞ
れ
何

に
あ
た
る
か
を
書

け
。

（
22
）
⑭
「
善
し
」
・
⑮
「
乃
ち
止
む
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
簡
潔
に
書
け
。

（
23
）
故
事
成
語
「
漁
夫
の
利
」
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
る
か
。
書
け
。

Ｆ
　
故
事
・
文
学
史
（
24
〜
26
）

（
24
）
こ
の
話
の
出
典
の
書
名
を
漢
字
で
書
け
。
ま
た
、
そ
の
書
物
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
集
め
た
も
の
か
。

（
25
）
蘇
代
は
、
ど
の
国
の
た
め
に
行
動
し
て
い
る
か
。
本
文
か
ら
読
み
取
っ
て
書
け
。

（
26
）
「
漁
夫
の
利
」
と
同
じ
話
か
ら
で
き
た
、
も
う
一
つ
の
言
い
方
を
書
け
。

【テスト直前チェック】この三つ　❶再読文字が二つ＝「方に〜す」（ちょうど〜する）と「且に〜んとす」（今にも〜しようとする）。混ぜて

出ます。　❷たとえの対応＝蚌と鷸＝燕と趙／漁父＝秦。記述はここだけです。　❸「肯んぜず」＝どうしても〜しようとしない。「〜できない」

ではありません。
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